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令和２年度定時総会で令和元年度事業報告・決算報告を承認 

年間契約金額５７，５２０千円 
                             

令和元年度の事業報告、決算報告を審議する

「令和２年度定時総会」が、５月２５日 (月)

午後２時から、福祉センター１階の談話室で開

催されました。今年度の定時総会は、新型コロ

ナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言発

出中であり、いろいろな制約の中、多くの会員

が一堂に会することなく、定時総会の成立を期

す方策として、全国シルバー人材センター事業

協会の提案もあり、会員の皆さんには、出来る

だけ代理人による議決権の行使をお願いした

ところです。皆さんには大変ご迷惑をおかけし

ましたが、多くの会員の皆さんのご理解をいた

だき、総会を成立させることができました。こ

の紙面を通じ御礼を申し上げます。 

 なお、総会は、会員総数２１３名のうち当日

の出席者８名、委任状の提出者１４５名、合計

１５３名で、会員総数の２分の１以上の定足数

に達し、議長に野村利雄会員、議事録署名人に

川名弘一理事と太海地区の野口俊行会員を選

出して議事が進められました。 

支払配分金５１，５３８千円 

議案第１号「令和元年度事業報告」では、契

約金額５７,５２０千円で、会員への配分金５１,

５３８千円が報告されました。 

 その他年間受託件数は１,７０６件、就業延べ 

 

人員は１０,８０７人でした。 

契約の内訳は、公共事業１４,３７３千円

(25.0％)、民間事業所１９,１８４千円(33. 

3 ％)、一般家庭２３,９６３千円(41.7 ％)で

した。 

本シルバー人材センターも会員数が減少す

る傾向にあり、就業する会員の不足により、お

客様の要望に応えきれない状況となっており

ますので、会員の皆さんには会員確保へのご協

力もお願いします。 

令和元年度決算報告 

議案第２号「令和元年度決算報告」では、会員皆

様の就業による受託事業収入５７,５２０千円、会員

からの会費３１４千円、国庫補助金７,１００千円、

鴨川市補助金７,１００千円等で経常収益計７２,

０３４千円が報告されました。 

支出は、就業会員へ支払った配分金５１,５３８

千円、材料費等１,２９２千円等の経常費用計７２,

４６７千円となりました。 

なお、財産目録では、資産合計が１０,８４５千

円、負債合計が３,１６９千円となり資産合計額か

ら負債合計額を差し引くと、７,６７５千円が令和

２年３月３１日現在の正味財産となります。 



 

 

 

 

受託事業収入は減少傾向にありますが、今後も、

委託業務の完全施工を実施することで、これま

で以上にシルバー人材センターの評価と信頼を

高め、就業機会の拡大や会員の増加に繋げるよ

うお願いします。 

 

熱 中 症 に注 意 
新型コロナウイルスの出現に伴い、今後は、

一人ひとりが感染防止の３つの基本である❶

身体的距離の確保、❷マスクの着用、❸手洗い

や、「３密（密集、密接、密閉）」を避ける等の

対策を取り入れた『新しい生活様式』を実践す

ることが求められています。十分な新型コロナ

ウイルス感染症予防を行いながら、熱中症予防

にもこれまで以上に心がけるようにしましょ

う。 

会員の皆さんには、就業中において、頭痛、

吐き気、めまい、立ちくらみ、手足のしびれ等

の症状が出たら、仕事を中止して、症状が重い

場合には、病院にかかってください。 

また、当センターでは、熱中症見舞金制度に

加入していますので、熱中症と診断された場合

は、事務所への連絡をお願いします。 

≪熱中症予防行動のポイント≫ 

「新しい生活様式」における熱中症予防のポイント 

● 気温・湿度が高い中でマスクを着用すると、

熱中症のリスクが高くなるおそれがありま

す。このため、屋外で人と十分な距離（少

なくとも２ｍ以上）が確保できる場合には、

熱中症のリスクを考慮し、マスクをはずす

ようにしましょう。 

● マスクを着用する場合には、激しい運動や

作業は避け、のどが渇いていなくてもこま

めに水分補給を心掛けるようにしましょう。

周囲の人との距離を十分とれる場所で、適

宜、マスクをはずして休憩をとりましょう。 

● 新型コロナウイルス対策のためには、冷房

時でも窓開放や換気扇によって喚起をしつ

つ、エアコンの温度設定をこまめに調整し

ましょう。 

● 日頃の体温測定、健康チェックは、新型コ

ロナウイルス感染症だけでなく、熱中症を

予防する上でも有効です。体調が悪いと感

じた時は、無理せず自宅で静養しましょう。 

 

会 員 の 募 集 

 公益社団法人鴨川市シルバー人材センター

では、随時会員の募集を行っております。特に

草取りや大工作業の出来る会員が不足してい

て、お客様の希望に添えず迷惑をお掛けしてい

るのが実情です。市内在住でおおむね６０歳以

上の健康で働く意欲のある方が、ご近所やお知

り合いで居られたら、ぜひ、入会されるようお

勧め下さい。 

 

街 頭 広 報 活 動 を実 施 

令和２年２月２８日、会員募集及び事業拡大

のため、ベイシア店頭で、街頭広報活動を実施

しました。当日は、役員及び事務局職員合わせ

て１０人全員が、シルバーの赤い半纏を羽織り、

チラシや広報用品を配布しました。広報効果も

あり、現場はもちろん、事務所へも入会や仕事

の依頼の問い合わせが多く寄せられました 

今後も頻繁に実施したいと考えています。 

 

 

 

写  真 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

老人クラブと友好協力協定締結 

当シルバー人材センターは、令和２年３月１

３日、鴨川市老人クラブ連合会と友好協力協定

を締結しました。当日は、鴨川市の鈴木福祉課

長の臨席をいただき、両団体からは、会長、副

会長が出席しました。 

今後、同じ高齢者の団体として、会員の減少

など共通の課題に対し、相互に関わり合いを持

ちながら支え合い、生きがいづくりや社会参加

の促進のほか、両組織の活性化が図れればと考

えます。 
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親 睦 旅 行 

秋の深まりが感じられた、令和元年１１月１

０日の日曜日、３３人が参加し、恒例の会員親

睦旅行が実施されました。 

今回は、栃木県の宇都宮市、栃木市方面でし

た。宇都宮市では、約７０年間に渡り大谷石の

切り出しで生まれた巨大地下空間を大谷資料

館で見学し、栃木市では、蔵の街を散策しまし

た。また、旅行の一番の楽しみでもある昼食は、

餃子の街として有名な宇都宮市で宇都宮餃子

を満喫しました。 
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就業中の事故ゼロを目指して 

今年度も次の１０か条を守って、就業中の事

故を無くしましょう。 

【みんなで守ろう１０か条】 

〇 安全第一を心掛け、急いだり、あわてた 

りしないこと。 

〇 器具類は、使用する前に必ず点検する。 

〇 服装及び履物は、業務に適したものにす 

ること。 

 〇 就業前には、軽い柔軟体操をして体をほ

ぐすこと。 

〇 高齢による諸機能の低下を十分に認識 

し、無理はしないこと。 

〇 作業現場は、常に整理整頓を心がける。 

〇 共同事業では、合図及び連絡は、正確に 

行うこと。 

〇 酒気を帯びての就業は、絶対しないこと。 

〇 健康には、常に注意し、健康な状態で就 

業すること。   

〇 就業の前日は、十分睡眠をとるように心 

掛けること。 

 

会費納入のお願い 
  

事務局からのお願いです。 

会費をまだお支払いいただいてない会員は、

至急納入をお願いします。 

ご承知のとおり、当シルバー人材センターの

事業運営は、国及び鴨川市からの補助金並びに

会員の皆様からの会費などにより行っており、

会費の２,０００円は、毎年度５月末日までに

納めていただくことになっていますが、一部会

員の会費が未納となっております。 

 つきましては、貴方様の会費の納入につきま

して、今一度ご確認をお願いします。 

なお、忘れている方は、シルバー人材センタ

ー事務所までお持ちいただきますようお願い

します。 



 

 

 

 

「「女女性性ののつつどどいい」」開開催催  

女女性性会会員員をを増増ややしし、、女女性性ななららででははのの経経験験やや感感

性性をを生生かかすすここととののででききるる就就業業をを開開拓拓すするるこことと

をを目目的的にに、、前前年年度度にに引引きき続続きき「「女女性性ののつつどどいい」」

をを開開催催ししままししたた。。今今回回はは、、鴨鴨川川市市健健康康推推進進課課職職

員員にに講講師師ををおお願願いいしし、、「「高高齢齢ににおおけけるる健健康康づづくく

りりとと食食生生活活」」とと題題ししたた講講習習会会をを開開催催ししままししたた。。                

当当日日はは、、鴨鴨川川市市老老人人ククララブブ女女性性会会員員、、シシルルババ

ーー女女性性会会員員、、そそのの他他会会員員以以外外をを含含めめ２２２２名名のの参参

加加ががあありりままししたた。。あありりががととううごござざいいままししたた。。  

今今年年度度もも新新たたなな企企画画でで開開催催をを予予定定ししてていいまま

すすののでで、、多多くくのの女女性性会会員員のの参参加加ををおお願願いいししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

交交通通事事故故防防止止ににつついいてて  

■■  歩歩くく時時のの注注意意  

◆◆  車車のの直直前前直直後後のの横横断断はは危危険険  

車車ははブブレレーーキキををかかけけててももすすぐぐににはは止止まま

れれまませせんん。。横横断断すするる前前にに必必ずず左左右右のの安安全全をを

確確かかめめままししょょうう。。  

◆◆  信信号号無無視視やや横横断断歩歩道道以以外外のの横横断断はは危危険険

信信号号をを守守りり、、横横断断歩歩道道をを利利用用しし、、横横断断

中中もも左左右右のの安安全全をを確確認認ししままししょょうう。。  

■■  自自転転車車にに乗乗っったた時時のの注注意意  

◆◆  信信号号無無視視やや一一時時停停止止のの見見落落ととししはは危危険険

一一時時停停止止ののああるる交交差差点点やや見見通通ししのの悪悪いい

交交差差点点でではは、、必必ずず一一時時停停止止ををししてて左左右右

のの安安全全をを確確かかめめままししょょうう。。  

◆◆  夜夜間間のの無無灯灯火火はは危危険険  

夜夜間間ははラライイトトをを必必ずず点点けけままししょょうう。。  

■■  車車ややババイイククをを運運転転すするる時時のの注注意意  

◆◆  交交差差点点ででのの一一時時停停止止のの見見落落ととししはは危危険険

信信号号のの無無いい交交差差点点やや見見通通ししのの悪悪いい交交差差

点点でではは、、徐徐行行ままたたはは一一時時停停止止ををししてて左左

右右のの安安全全確確かかめめままししょょうう。。  

◆◆  漫漫然然運運転転はは危危険険  

運運転転中中はは脇脇見見ななどどせせずず、、進進路路前前方方ををよよくく

見見てて運運転転しし、、車車間間距距離離もも十十分分ととりりままししょょうう。。  

  

＜＜会会  員員  数数＞＞                      （（人人））  

  男男  女女  合合  計計  

鴨鴨川川地地区区  ７７３３  ２２６６  ９９９９  

長長狭狭地地区区  ３３６６      ９９  ４４５５  

江江見見地地区区  ３３１１      ９９  ４４００  

天天津津小小湊湊地地区区  ２２８８      １１  ２２９９  

合合  計計  １１６６８８  ４４５５  ２２１１３３  

令令和和２２年年４４月月１１００日日現現在在  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

編編  集集  後後  記記  
 人は何のために働くのか。食べるため、何か

欲しいものを買うため、生きていくため、家族

のため、社会・国のために働くなど、答えはい

ろいろでしょう。いずれにしても、人は何かの

ために働いています。作家山本有三は、働くこ

とを「はたを楽にする」と表現しました。「は

た」とは、「傍（側）」です。 

高齢者が健康で安心して「働く」ことを通じ

て生きがいを得るとともに、地域社会に貢献し

ていくことがシルバーの目的です。 

誰かを楽にしてあげるため、誰かを喜ばせる

ため、地域社会に貢献するために働くとき、そ

の苦労も報われるというものです。 


